
Microsoft Teams
～NPOにおける活用事例～

特定非営利活動法人@リアスNPOサポートセンター



•鹿野順一（かのじゅんいち）

• 1965年、岩手県釜石市生まれ

• もともとは田舎町のお菓子屋さん

• 商店街活動の傍らまちづくり事業を開始

• 2004年NPO法人@リアスNPOサポートセンター設立

• 2011年3月11日東日本大震災により被災

• 2011年3月26日活動再開

• 以後、復旧復興のために様々な事業を展開





緊急雇用創出事業による仕事作り

ここにとどまることができるように



緊急雇用創出事業

• 地域コミュニティ再生事業 6名

地域情報紙「キックオフ」 地域交流イベントの開催復興カメラ（WEB・写真展）



• 復興まるごと情報広場運営事業 6名

緊急雇用創出事業

「みんなの家かだって」 「インターネットｄｅかだって」 釜石まるごと情報WEBかだって



緊急雇用創出事業 • 被災者就業支援事業 4名

Sanriku Works・さんりく仕事ネット

釜石大槌の企業・仕事をWEBで紹介（30事業所）

ハローワークの求人情報を地域に特化して発信

Yahoo! 復興デパートメント

被災事業者や仕事づくりを行う団体の商品を中心に

販売支援5事業者・7団体の商品を販売

東北UPプロジェクト

日本マイクロソフト株式会社、NPO法人育て上げネッ

トとの協働により、ITスキル講習と就労支援プログラ

ムを実施



緊急雇用創出事業 • 釜石仮設住宅支援連絡員事業 90名

・仮設住民のサポート

市内仮設住宅団地（66団地）の巡回

見回り（生活環境）と見守り（住民）

・快適な生活

・コミュニティ（自治会）

・つなぎ役

・行政と住民

・困り事と解決策

・必要な情報

事業本部・現場スタッフ 計90名（2012年）



緊急雇用創出事業

•地域コミュニティ再生事業 6名

•復興まるごと情報広場運営事業 6名

•被災者就業支援事業 4名

•釜石市仮設住宅支援連絡員事業 90名

雇用スタッフ 計106名



～２０１１

• 個人事業主的な組織運営

• 目に見える事業規模

• 一極集中型のコントロール

２０１１

～２０１３

• バブルの波に乗り総合商社化

• 事業ごとに権限移譲

• プロジェクトリーダーごとのコントロール

２０１３

～２０１５

• 今後を見据えた組織のスリム化を目指す

• 戦略的リソース管理システムの導入が急務

• 組織全体の情報共有・可視化

@リアスNPOサポートセンター事業規模に伴うマネジメントの変遷

 予算規模 最大1500万前後

 実施事業数 年間３～５事業

 実働スタッフ数 ３～８人

 予算規模 最大2億9000万
 実施事業数 10事業

 実働スタッフ数 100名超

 予算規模 最大2億1000万
 実施事業数 15事業

 実働スタッフ数 約50名

２０１6～

• 組織のスリム化に伴う事業効率の改善

• 戦略的リソース管理システムの稼働

• 組織全体の情報共有・可視化

 予算規模 最大1億3000万
 実施事業数 10事業

 実働スタッフ数 約35名



Business efficiency tools



情報伝達 可視化 Chatwork

スケジュール管理 共有 Gcal

意思決定 スピードUP 定例MTG

ファイル管理 共有 Dropbox

メール セキュリティ Gmail

仕事のルール（2012.04以降）

個別の課題を解決するために様々なツールを導入し、業務効率UPに一定の成果を収めた。
しかし、ツール同士の連携が難しいため多くの手間が生じている

アクション 課 題 対応策

×

×

×

×



• アプリケーション同士の連携がとりにくい

• 同じ作業をアプリケーションごとに繰り返し

• 個人のアカウントを使っていることのリスク

• 退職後のデータ管理

課題

解決策 同一プラットホーム上での運用
管理権限の集中コントロール



情報伝達
可視化

意思決定 スピードUP

ファイル管理 共有

スケジュール管理

共有
連携

メール

仕事のルール（2013.10以降）

今後の戦略的な組織運営のために、リソース管理を含めた情報管理システムを構築



２０１３

～２０１５

• 今後を見据えた組織のスリム化を目指す

• 戦略的リソース管理システムの導入が急務

• 組織全体の情報共有・可視化

@リアスNPOサポートセンター事業規模に伴うマネジメントの変遷

 予算規模 最大2億1000万
 実施事業数 15事業

 実働スタッフ数 約50名

２０１6～

• 組織のスリム化に伴う事業効率の改善

• 戦略的リソース管理システムの稼働

• 組織全体の情報共有・可視化

 予算規模 最大1億3000万
 実施事業数 10事業

 実働スタッフ数 約35名

2018

• 外部とのコラボによるプロジェクトの増加

• 場所にとらわれない事業の進行

• クラウドツール活用への完全移行

 予算規模 最大8000万
 実施事業数 9事業

 実働スタッフ数 約20名
– 内みまもり事業従事 16名



組織内のグループウェア

これまで

これから

• 社内ポータル
• 組織内ワークスペースとして各ツールの役割
• 組織内のWEBサイトベース

• プロジェクトポータル
• 組織内ワークスペースとして各ツールの役割
• 外部も含めたプロジェクトポータルとしての役割
• モバイルも含めたブラウザ・アプリ併用



組織内のグループウェア

これまで

これから

• 社内ポータル
• 組織内ワークスペースとして各ツールの役割
• 組織内のWEBサイトベース

• プロジェクトポータル
• 組織内ワークスペースとして各ツールの役割
• 外部も含めたプロジェクトポータルとしての役割
• モバイルも含めたブラウザ・アプリ併用



外部連携のプロジェクト



ファイル共有

• ゲストへの共有も出来ます

• ゲストがファイルをアップ
ロードすることも出来ます



WEBツールをタブに挿入

• WEBフォームをタブに挿入



予定表を開くとoutlookのカレ
ンダーが表示されます

• Office365導入必要



ワンタッチでWEB会議の開催と
予定作成が出来る



まとめ
• 場所にとらわれない仕事を形にしていたので、結

果的にコロナウイルス過においても、業務に支障
は出ませんでした。

• WEB会議ツールとしてのTeamsをきっかけに組織の

業務改善（働き方改革）に繋がれば、今後同様の
状況が訪れても対応できる基盤を作ることが出来
ます。
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